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― やればできる  みがけば光る  一歩でも前進  続けて  続けて ― 

  

   

学校教育目標 「生きる力を身に付け、学校・家庭・地域の思いを受け継ぐときわっ子の育成」 

☆学力向上 ☆官民一体型学校づくりの推進   ☆ＩＣＴ利活用教育の推進   ☆コミュニティ・スクールの導入促進   

 

 

                
 
もうすぐ夏休みが始まります。夏休みまでを振り返ってみて、どんなことをがんばり、どん

なことができるようになったでしょうか。 
めざす子どもの姿として掲げている「三つの和」、「友だち」「先生」「家庭と地域」を大

切にし、「かしこい子」「やさしい子」「たくましい子」に育ったのでしょうか。 
「あいさつ」「返事」の凡事徹底は、きちんとできているのでしょうか。 
① 「やさしい子」に向けての「友だちには、ぽかぽか言葉（あたたかい言葉）が言え、友

だちが困っているときには支え合う。」は、人を思いやる力が育っていますね。 
② 「かしこい子」に向けての「しっかり先生や友だちの話しを聞くことができ、進んで発

表できる。」は、どうでしょう。タブレットなどを活用して、学び合いにより、共に学
び、共に育っています。通知表は、２学期制で、１０月にもらいますが、夏休みまでの
成績をふりかえって、苦手だったところは、夏休みを活用して、レベルアップを図って
ほしいと思います。 

③ 「たくましい子」に向けての「きまりをしっかり守って、なんでも弱音を吐かず、最後
まで一生懸命がんばる。」は、廊下を走る人がいたりして、もう少しです。 

おかげさまで、夏休みまで大きな事故もなく、みんな元気に過ごせたことが何よりです。ご
家庭・地域でのサポートのおかげだと思っております。職員一同感謝申し上げます。ありがと
うございました。 
落ち着いた規則正しい生活、あたりまえのことをあたりまえにできる「凡事徹底」は、夏休

みも継続して徹底していただき、さらなるときわっ子の成長を期待しています。 
また、熱中症予防と感染症防止対策も引き続き徹底し、様々な経験を積みながら、安全・安

心で楽しい夏休みを送ることができればと思います。 
 
 
7月１０日（月）に消防団第７分団長の野田 謙一郎さんにお越しいた

だいて、4年生の総合的な学習の時間に、防災について学習しました。 
子ども達からのたくさんの質問に答えながら、消防団の活動や実際に救

助活動を行った時の様子などについて、丁寧に説明していただきました。 
 
 
 ７月１３日（木）に１年生と２年生を対象に、サガン鳥栖サッカー教室が行われました。 
スクールチーフの荒瀬はるなさん、スクールコーチの森下 仁一真さん、犬飼 翔洋さんにご
指導いただき、ボールと仲良しになる運動やゲームを楽しみ、最後は、２グループに分かれて
の試合を行いました。子どもたちは、笑顔で額に汗をいっぱいかいていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ４年生を対象に、７月１４日（金）に学校医寺尾歯科の歯科衛生士さん
に歯科保健指導をしていただきました。 
歯についての講話やブラッシング指導をしていただきました。歯ブラシ

の持ち方や毛先の使い方などについて学び、実際に鏡を見ながらブラッシ
ングを行いました。寺尾先生より歯ブラシをいただきましたので、毛先が
開いている人は、交換をしてください。 


